
既に家庭にお知らせしましたように「陽性者確認
時の引き取り」については、ご理解とご協力をお願
いします。できる限り迅速で円滑な引き取りになる
ように、学校では引き取り対処図上訓練を今週中に
職員で行い、万一に備えます。
また、最も大切なこととして、児童に対して「差

別・偏見」の防止について、動画教材を活用して指
導しています。相手を「思い遣る」心を育んでいま
す。子供たちは、学習を通して大切なことを理解し
ています。保護者の皆様についても万一発生時の対
処については、我が子の感染防止を行うとともに、
「相手を思い遣る」ことを大切にしてください。
次に、健康チェックの直近の「ガード忘れ」「記

入・捺印漏れ」の状況です。
17日 18日 19日 24日

カード忘れ １ ２ ３ ４
記入・捺印漏れ ０ ２ ２ ４
合計件数 １ ４ ５ ８
保護者の責任で、確実に健康チェックを行って、

保護者がカードへの記入と捺印をしてください。
よろしくお願いします。

今年の運動会ほど、これまでにない運営上の苦労
があった運動会は、ありませんでした。
「実施時期」については、コロナウイルス感染症

と熱中症防止の両立が本校で不可能と判断して、天
候が比較的安定し学校も保護者もテント不要で実施
できる１１月にしました。
「参観者」については、第２波到来の８月初旬に

原案策定をしたため当初は家庭１名としました。し
かし、直近の感染状況等を総合的に勘案して、家庭
２名で実施することができました。
「プログラム」については、校内放送による開閉

会式とし、低・中・高学年の順で種目を実施しまし
た。職員会議の反省では、保護者の中から開閉会式
を校庭で行ってほしいという意見を担任が伺ったと
いうことですが、参観者の対象をどこまでにするか、
或いは３密回避のために無観客で行うか、難しい問
題です。
「昼食なし」については、感染防止のため飲食は

適さないと判断しました。また、「昼食なし」とす
ることで、万一の雨天による順延決定について学校
は、家庭で用意するお弁当のことを考慮しないで、
天候と児童の実態だけを考えて、適時に判断できる
ことができるようになりました。
課題になっているのは、１つ目は「表現種目」で

す。見ていただくための練習をしなければならない
ので、特別日課的な日課も生じたり、動きを合わせ
るなどの指導は、通常の楽しい体育の授業とは、か
け離れてしまったりしているということが課題で
す。特別日課は、児童の学校生活リズムを崩しやす
く、苦手な児童もいます。また、２つ目は実施しま
せんでしたが、一部の選抜選手による「紅白リレー」

です。一部の児童だけなので、これまで休み時間に
練習していました。このため生活リズムが慌ただし
いのに無理を重ねてやってきたのが今までです。
いずれにしても、来年度の運動会については、今

年の運動会の反省を受けて、感染防止と児童の立場
に立った上での検討をしていきます。

長期に渡る臨時休業中、本校で取り組むことができ
なかったのは、ICT を活用した学校と家庭を結んだ
オンライン授業でした。できなかった理由は、学校
に WEB カメラ他の機材がなかったことです。東京
都内の私立小学校では、オンライン授業を進めてい
ました。
その反省に立って、オンラインで学校と家庭を結

べるように機器を購入し、教職員全員が専門家から
の研修を受けています。１２月中には、教職員に
Google Crassroomの扱いについて習得させたいと思
います。
実際の運用については、ご家庭の WiFi や PC 環

境も関係することから、双方が可能な環境にある場
合で試験的に試行していければと思います。
子供たちのために「前に進む相川らしい教育」を

実現したいと思っています。

①ある時に自動車で武田神社の第１駐車場へは乗
り入れないでくださいと学校は、お願いしました。
ところが、乗り入れて駐車し、お子さんを乗せて帰
って行きました。他の人は誰も乗り入れていません
でした。
②教職員全員で運動会の片付けをしていました。

校庭東の体育倉庫横の石碑台座に、飲みかけのコー
ヒー缶が１本置いてありました。「学校で片付けろ」
ということなのでしょうか。
「誰も見ていないから」「１人位いいんじゃない

の」という意識があるのではないでしょうか。ほと
んどの保護者の皆さんが、思うところはあっても守
っていただいています。それを協力として学校は、
有り難く受け止めています。
先の例では、大人として子供の手本にはなりませ

ん。私が相川小赴任して、保護者のことで残念に思
った初めての出来事でした。

校庭の中で特に西側の鉄棒周辺あたりに、毎回、
犬の糞があります。毎朝、登校前に点検しています
が、数が多くて子供からも報告があります。
児童が使う校庭です。犬の管理をきんちとしてい

ただき、校庭には犬を入れないでください。
始末をしてあげるのは、学校ではなく「犬の飼い

主」です。


